
業務の改善についての意見

①学校による利用実績の分析、フィードバックによる学習プログラムの充実
②未だ利用されていない他の学校等の利用拡大

４　収支の状況

①概ね予算通りに執行されており、経費
の節減にも努めている。

総合評価

①学校等に対し体系的な森林環境学習プログラムの提供を行っている。
②公的機関、他施設、団体、ボランティア等との協力体制により、質の高い事業を
行っている。
③学校による利用実績を分析、フィードバックすることで学習プログラムの充実を
図り、新たな学校に提案するなど、利用拡大への取り組みが望まれる。
④防災対策、避難訓練等の充実、工夫が望まれる。
⑤指定管理者による条例、規則等の遵守及び共有が必要である。B

【評価の基準】 Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力及び改善が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

  改善を求める事項

①学校による利用実績を分析、フィードバックすることで、学年ごとの段階的な森林学習プログラ
ムの充実を図り、新たな学校に提案するなど、利用拡大への取り組みが望まれる。
②適正な業務執行のため、関係する条例、規則等の理解とコンプライアンスの徹底が必要であ
る。

  今後、充実させて取り組むべき事項

２　事業実施に関する
　　評価

①学校等に対し体系的な森林環境学習プ
ログラムの提供を行っている。
②公的機関、他施設、団体、ボランティア
等との協力体制により、質の高い事業を
行っている。
③利用者のニーズに基づいた事業を企画
し、体験を学びにつなげる取り組みがされ
ている。

①学校による利用実績を分析、フィー
ドバックすることで学習プログラムの
充実を図り、新たな学校に提案するな
ど、利用拡大への取り組みが望まれ
る。

３　利用実績

①すべての事業において、目標以上の実
績を達成した。
②来館者数は前年度より75人増の11,428
人となった。
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項　　　目 評価できる取り組み等 改善すべき課題

１　運営に関する
　　評価

①限られた職員体制で、適切に施設の管
理運営を行っている。またネットワーク団
体やボランティア、学生等と連携を図り、
利用者サービスの向上に努めている。
②職員が研修に参加し、その内容を事業
等にフィードバックができている。
③子ども用図書や木工体験等の充実を図
り、木の文化に関する情報提供を積極的
に行っている。

①関係する条例、規則等の理解とコ
ンプライアンスの徹底が必要である。
②防災対策、避難訓練等の充実、工
夫が望まれる。


